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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年３月１９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（係留船及び岸壁） 

発生日時 平成２６年５月７日 １３時５５分ごろ 

発生場所 関門港若松第５区 

若松洞
どう

海
かい

湾口防波堤灯台から真方位２４６°１.４海里付近 

 （概位 北緯３３°５５.９０′ 東経１３０°４９.５０′） 

事故調査の経過  平成２６年５月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）を指名した。 

 なお、後日、１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船 TIAN
テ ン

 TONG
ト ン

（カンボジア王国籍）、２,２６６トン 

８７１２３４８（ＩＭＯ番号）、HUIYANG SHIP MANAGEMENT LTD

８９.５４ｍ×１３.２ｍ×７.２５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、１９８７年（建造年） 

Ｂ 貨物船 TOUEI
ト ウ エ イ

 MARU
マ ル

（トーゴ共和国籍）、２,１３５トン 

８６１５７６０（ＩＭＯ番号）、JINZHI SHIP-REPAIRING CO LTD 

８９.４３ｍ×１３.０ｍ×６.９５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、１９８６年８月２５日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ６４歳 

締約国資格受有者承認証 船長（カンボジア王国発給） 

交付年月日 ２０１４年３月５日 

        （２０１４年１２月２日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ（中華人民共和国籍） 男性 ４３歳 

締約国資格受有者承認証 船長（トーゴ共和国発給） 

交付年月日 ２０１３年３月１３日 

（２０１６年１２月３１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首部及びバルバスバウ右舷側（水面下）に凹損 

Ｂ 船首マストの倒壊、船首部の左舷側ハンドレール及び左舷側フェ

アリーダ並びに通風筒に破損 

岸壁 前面に擦過傷 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか１０人（全員中華人民共和国籍）が乗り組み、

関門港若松第５区にある‘響灘
ひびきなだ

南第１号岸壁’（以下「本件岸壁」と
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いう。）に出船左舷着けで係留中、平成２６年５月７日１３時５５分

ごろ、Ａ船の船首部とＢ船の船首部とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか９人（全員中華人民共和国籍）が乗り組み、鉱

石約３,３６０ｔを積み、船長Ｂが、操船を指揮し、甲板手２人をそ

れぞれ操舵及び機関の操作に就け、約６.３ノット（kn）の対地速力

で関門航路を航行した。  

船長Ｂは、１３時３０分ごろ関門航路から若松航路へ入り、１３時

４５分ごろ、左舷錨を投入し、本件岸壁に係留中のＡ船の船首（手

前）方の岸壁に入船右舷着けするつもりで減速し始めた。 

船長Ｂは、Ｂ船の船首からＡ船の船首までの直線距離が、約７０ｍ

の地点で機関を後進としたが、予測ほど減速しなかったので、その距

離が、約３０ｍの地点で、機関を全速力後進としたが、Ｂ船とＡ船及

び本件岸壁とが衝突した。 

本事故後、Ｂ船は、後進しながらＡ船及び本件岸壁から離れて、右

転し、左舷錨を揚収した後、右舷錨を投入して１４時３０分ごろ、本

件岸壁へ左舷着けで着岸した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ Ｂ船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ４～５ 

海象：潮汐 上げ潮の末期 

 その他の事項 

 

Ａ船の乗組員は、舷門当直者１人を除き、全員居室で待機してい

た。 

Ａ船の喫水は、船首約１.５ｍ、船尾約３.３ｍであった。 

Ｂ船の喫水は、船首約５.１ｍ、船尾約５.２ｍであった。 

本事故時、Ａ船は空倉状態、Ｂ船は満載状態であり、Ｂ船の船首部

が、Ａ船の船首部と本件岸壁との間に入り込み、Ａ船のヘッドライン

（船首索）によりＢ船の船首マストが船尾方向に倒壊し、Ｂ船の右舷

錨が、本件岸壁の前面と衝突した。 

船長Ｂは、本件岸壁への着岸は初めてであった。 

船長Ｂは、船首配置の一等航海士から、本件岸壁までの距離報告

を、適宜受けていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、関門港若松第５区において、本件岸壁に出船左舷着けで係

留中、Ｂ船は、本件岸壁に入船右舷着けする予定で着岸作業中、船長

Ｂが、左舷錨を投入し機関を後進としたが、前進行きあしが止まらな

かったことから、Ａ船の船首部及び本件岸壁の前面にＢ船の船首部

が、衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、関門港若松第５区において、本件岸壁に出船左舷着けで



- 3 - 

Ａ船が係留中、Ｂ船が入船右舷着けする予定で着岸作業中、船長Ｂが

左舷錨を投入して機関を後進としたが、前進行きあしが止まらなかっ

たため、Ａ船の船首部及び本件岸壁の前面にＢ船の船首部が衝突した

ことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・余裕のある時期に前進行きあしを停止すること。 

 ・自船の運動性能を把握すること。 

 

付図１ 航行経路図 

 

 

付表１ Ｂ船のＡＩＳ記録（抜粋） 

時 刻 

（時：分：秒） 

北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

船首方位 

（°） 

対地針路 

（°） 

対地速力 

（kn) 

13:30:09 33-56-34.8 130-51-47.1 203 197.2 6 

13:35:30 33-56-06.7 130-51-27.8 237 229 6.3 

13:40:20 33-55-59.7 130-50-55.2 270 264.4 5.5 

13:45:00 33-55-55.0 130-50-24.3 255 253.9 5.9 

13:50:10 33-55-54.4 130-49-51.3 275 271.6 4.3 

13:53:20 33-55-55.0 130-49-37.2 271 267.6 3 

13:53:30 33-55-54.9 130-49-36.7 272 266 2.7 

13:54:00 33-55-54.8 130-49-35.4 279 260 1.9 

13:54:10 33-55-54.8 130-49-35.1 283 240.7 0.7 

13:55:39 33-55-54.2 130-49-35.3 296 171.5 0.4 

（注）船位は、船橋上部に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 

 

 

事故発生場所 

（平成２６年５月７日 １３時５５分ごろ発生） 

× 

Ａ船係留中 


